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ヒラメの死から思うこと 
６月２４日に、６年生が５年生の秋から取り組んで

きた陸養プロジェクトの議論が行われました。 

この日のちょうど１か月前の５月２４日。６年生が

これまで半年間毎日お世話してきた５匹のヒラメが突

然死んでしまったのです。原因は、水質悪化による酸

素不足だと考えられます。その時の子供たちの呆然と

した表情は今でも記憶に残っています。 

「せっかくここまで育ててきたのに…」「ヒラメの

餌やり当番が無くなって初めて死んでしまったことを

実感した」「ヒラメが死んだ時のにおいは強かった。

でも最後まで見届けたいという気持ちがあった。自分ができることをしたかった」と語る子供たち。

『もしヒラメが生きていたとしたら、どうするつもりだったのか』と担任が問いました。４～５分間の

沈黙、そして「やっぱりかわいそうだから逃がしたと思う」「一生懸命育てたから逃がしたと思う」

「一生懸命育てたからこそ食べてあげたかった」「最後も自分たちで食べてあげた方がよかった」な

ど、子供たちは様々な思いを語り始めました。 

  このプロジェクトの意義は、何だろうかと考えます。子供たちがこの学習を通して、命について深く考えたこ

とは、これからの命への向き合い方であったり、命をいただくことへの感謝であったり、何かしらその子の人生

に影響するのだろうと考えます。もちろん考え方は様々です。しかし、ヒラメの死を通して生き物の命と向き合

った事実は皆同じであり、価値の高い学びであったと思います。そして、このような体験を通して議論し、考え

を伝え合い学び合う学習こそ、今の教育が目指している「主体的で対話的で深い学び」だと感じています。 

 

    ★☆★☆★☆★☆★☆★☆ 学校からのお知らせ ★☆★☆★☆★☆★☆★☆ 

🔷夏季休業中のラジオ体操について 

   春からクマやイノシシの出没情報が相次いでおり、早朝の時間帯における児童の安全確保が困難であ

ることから、夏休み期間中は地区ごとのラジオ体操は行いません。児童が規則正しい生活を送ったり体

力つくりに励んだりするために、早寝・早起きに取り組み、各家庭でラジオ体操をしたり、親子で運動

したりする機会を設けてください。  

🔷夏季休業中の連絡方法等について 

   夏季休業中、教職員は研修の機会が多くあり学校に不在のこともありますが、通常どおり勤務しており

ます。連絡される場合は、以下のようにお願いします。また、８月13日～17日の期間は学校閉庁日となり

ます。 

  ＜平 日＞   海峰小学校     74－8430【8：10～16：40】    

＜休日・閉庁日＞氷見市役所代表電話 74－8100【緊急の場合のみ】 

 

 


